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西尾市

上
の
写
真
は
、
花
蔵
寺
町
の
尾
崎
家
が
所
蔵
し
て
い
た
古
文
書
で
す
。

旗
本
松
平
氏
（
大
多
喜
藩
大
河
内
松
平
氏
の
分
家
）
の
家
臣
か
ら
花
蔵

寺
村
の
有
力
百
姓
尾
崎
八
郎
左
衛
門
ら
に
宛
て
た
書
状
（
①
〜
④
）
と
、

八
郎
左
衛
門
か
ら
家
臣
ら
に
宛
て
た
書
状
の
下
書
き
（
⑤
）
で
、
領
主

家
と
領
内
の
有
力
百
姓
の
関
係
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
興
味
深
い

内
容
で
す
。
で
す
が
今
回
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
が
入
っ
て
い
た

袋
（
⑥
）
で
す
。
こ
の
袋
は
も
と
も
と
書
状
入
れ
だ
っ
た
の
で
は
な
く

贈
答
品
の
袋
だ
っ
た
こ
と
が
、「
の
し
」「
進
上
」
と
い
う
記
載
か
ら
わ

か
り
ま
す
。
宛
先
が
書
状
と
違
う「
尾
崎
八
郎
右
衛
門
」で
あ
る
こ
と
も
、

書
状
と
は
無
関
係
な
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
で
は
こ
の
袋
に
は
何
が

入
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、右
上
段
の「
雌め

ほ穂
種
」

「
晩お

く
て稲

」
と
い
う
記
載
か
ら
、
晩
稲
の
品
種
の
種た

ね
も
み籾

だ
と
わ
か
り
ま
す
。

品
種
名
は
「
山
吹
」
で
す
。
年
代
は
不
明
で
す
が
巳
年
に
採
種
し
た
も

の
で
、
鳥
羽
村
の
大
西
新
右
衛
門
が
「
撰
主
」、
つ
ま
り
こ
の
種
籾
を
選

ん
だ
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
種
籾
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
の
袋
は
、
大
西
新
右
衛
門
が
尾
崎
八
郎
右
衛
門
に
種
籾
を
贈
る
と
い

う
交
際
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
だ
と
い
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
の
米
は
領
主
に
納
め
る
税
で
あ
り
、
納
め
る

米
の
量
は
年ね

ん
ぐ
わ
り
つ
け
じ
ょ
う

貢
割
付
状
と
よ
ば
れ
る
文
書
に
よ
っ
て
村
に
通
知
さ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
年
貢
の
内
訳
が
細
か
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
納
め

る
も
の
は
た
だ
「
米
」
と
書
い
て
あ
る
だ
け
で
す
。
し
か
し
年
貢
と
し

て
納
め
ら
れ
て
い
た
米
は
、
恐
ら
く
単
一
の
品
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
最
古
の
農
書
（
農
業
技
術
書
）
と
い
わ
れ
る
『
清せ
い
り
ょ
う
き

良
記
』
巻
七
〔
寛

永
六
（
一
六
二
九
）
年
か
ら
承
応
三
（
一
六
五
四
）
年
頃
成
立
〕
に
は
、

早
稲
・
中
稲
・
晩
稲
の
粳う
る
ち稲
・
糯も

ち
稲
・
畑
稲
・
大
唐
米
（
赤
米
）
な
ど

合
計
九
六
も
の
品
種
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
土
地
の
条
件
に
適
し
た
品

種
を
選
ん
で
作
付
け
す
る
こ
と
、
農
作
業
の
繁
忙
期
を
分
散
さ
せ
る
た

『
新
編
西
尾
市
史
』
は
、
平
成
23
年
4
月
の
西
尾
市
・
一

色
町
・
吉
良
町
・
幡
豆
町
の
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
新
し

い
西
尾
市
の
姿
を
、
歴
史
・
文
化
・
自
然
・
美
術
・
民
俗
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。
通

史
編
・
資
料
編
・
別
編
の
計
14
冊
の
刊
行
を
予
定
し
（
令
和

5
年
3
月
時
点
）、
こ
れ
ま
で
に
４
冊
を
刊
行
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
な
ど
で
頒
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、通
信
頒
布
を
ご
希
望
の
方
は
、市
史
編
さ
ん
室
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（「
西
尾
市
史
」
で
検
索
）
か
ら
メ
ー
ル
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

『
資
料
編
１ 

考
古
』

  

A
４
判　

７
９
０
頁　

オ
ー
ル
カ
ラ
ー

  

西
尾
市
の
遺
跡
位
置
図
付　

５
０
０
０
円

『
資
料
編
２ 

古
代
・
中
世
』

  

A
５
判　

７
６
０
頁　

モ
ノ
ク
ロ　

カ
ラ
ー
口
絵
付　

  

本
文
収
録
C
Dｰ

R
O
M
付　

４
０
０
０
円

　 『
資
料
編
３　

近
世
１
』

   

A
５
判　

７
９
０
頁　

モ
ノ
ク
ロ　

カ
ラ
ー
口
絵
付　

  

本
文
収
録
C
Dｰ

R
O
M
と
元
治
元（
一
八
六
四
）年　
　
　

　
「
三
州
幡
豆
郡
吉
良
庄
西
尾
城
之
図
」複
製（
B
２
判
）　　
　

　
付　

４
０
０
０
円

新
刊

『
通
史
編
１　

原
始
・
古
代
・
中
世
』

く
わ
し
く
は
７
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
新
編
西
尾
市
史
研
究
』

　
市
史
編
さ
ん
の
た
め
の
調
査
・
研
究
の
成
果
を
、論
文
・

調
査
報
告
・
資
料
紹
介
の
形
で
い
ち
早
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

各
号
の
内
容
は
市
史
編
さ
ん
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

第
二
号
〜
第
八
号　

５
０
０
円
〜
７
０
０
円

す
べ
て
A
4
判　

口
絵
カ
ラ
ー
・
本
文
モ
ノ
ク
ロ

【
お
知
ら
せ
】
令
和
5
年
は
、
都
合
に
よ
り
『
新
編
西
尾
市

史
研
究
』
の
発
刊
を
お
休
み
し
ま
す
。

N042　花蔵寺町尾崎家文書 5-15

 

資
料
や
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

『
新
編
西
尾
市
史
』

　
　
既
刊
の
ご
案
内

近
世
部
会
　
事
務
局
　
内
藤

　
路
子

　

西
尾
市
史
編
さ
ん
に
役
立
ち
そ
う
な
資
料
（
古
文

書
や
市
内
で
刊
行
さ
れ
た
古
い
出
版
物
な
ど
）
や

情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
市
史
編
さ
ん
室
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

担
当
・
お
問
い
合
わ
せ

西
尾
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課 

市
史
編
さ
ん
室

〒
四
四
五
―
〇
八
四
七

西
尾
市
亀
沢
町
四
八
〇　

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
五
六
三
―
五
六
―
八
七
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
六
三
―
五
六
―
二
七
八
七

E-m
ail　

 shishi@
city.nishio.lg.jp

新
編 

西
尾
市
史
だ
よ
り 

第
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
5
年
3
月
3
日
発
行

⑥の翻刻

上
の
上
の

旗
本
旗
本

寺
村
寺
村

八
郎

家
と
家
と

内
容
内
容

袋
（
袋
（

贈
答
贈
答

か
り
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⑥

⑤ ④ ③ ② ①

　
大
極
上
々
吉
巳
年　
　
撰
主
鳥
羽
村

　
山
吹
雌
穂
種 

晩
稲
也　
　
　
大
西
新
右
衛
門

の
し

　
の
し　
進
上

　
　
尾
崎
八
郎
右
衛
門
様

一
枚
の
袋
が
語
る
こ
と 

―
江
戸
時
代
の
稲
の
種
子
交
換
―
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新
た
に
刊
行
さ
れ
た
『
新
編
西
尾
市

史　
通
史
編
１　
原
始
・
古
代
・
中
世
』

（
令
和
四
年
十
月
）
を
も
っ
と
詳
し
く
知

り
た
い
と
い
う
市
民
の
方
は
、『
新
編
西

尾
市
史　
資
料
編
２　
古
代
・
中
世
』

（
令
和
二
年
五
月
）
の
利
用
を
お
勧
め
し

ま
す
が
、
併
せ
て
昨
年
十
二
月
か
ら
本

格
公
開
し
た
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

の
「
編
年
史
料
（
古
代
）
編
纂
支
援
資

源
化
デ
ー
タ
ベ
ー
ス M

ミ
ド
ー

IDOH

」（
公
開

先 URL https://wwwap.hi.u-tokyo.
ac.jp/ships/w28/search

）
を
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
便
利
な
検
索
機
能
に

よ
っ
て
お
手
軽
に
『
資
料
編
２
』
の
概
要

（
年
月
日
・
綱こ
う
ぶ
ん文

〔
出
来
事
の
概
要
を
あ

ら
わ
す
文
章
〕・
出
典
の
史
料
名
）
の
一

部
が
検
索
で
き
ま
す
。

M
IDOH 

は
、
日
本
の
古
代
（
平
安
時

代
以
前
）
の
編
年
史
料
集
（『
大
日
本
史

料
』
第
一
編
〜
第
三
編
や
自
治
体
史
の

編
年
史
料
集
二
九
件
ほ
か
）
の
編
さ
ん

成
果
を
総
合
し
、
効
率
的
に
利
用
で
き

る
環
境
を
提
供
す
る
も
の
で
、
学
術
的
・

社
会
的
利
用
を
促
進
し
、
新
規
の
編
さ

ん
成
果
の
公
開
を
目
的
と
す
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
で
す
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

の
歴
史
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム S

シ
ッ
プ
ス

HIPS

の

一
つ
と
し
て
運
用
し
て
お
り
、
独
立
行

政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
の
研
究
費
助

成
事
業
で
あ
る
二
〇
一
九
〜
二
二
年
度

科
学
研
究
費
補
助
金
（
科
研
費
）
基
盤

研
究
（
Ａ
）「
デ
ー
タ
繋
留
型
編
纂
支

援
・
資
源
化
シ
ス
テ
ム
構
築
と
歴
史
情

報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
次
世
代
展
開
」（
研

究
課
題
番
号
：19H00533　
研
究
代

表
者
：
山
口
英
男
教
授
）
に
よ
っ
て
開

発
さ
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
の
欄
に

吉き
ら良

の
地
名
の
起
源
と
な
っ
た
と
い
う

「
雲う
ん
も母

」（
き
ら
ら
）
と
入
力
す
る
と
、「
和

銅
六
年
五
月
十
一
日　
参
河
国
が
雲
母

を
献
上
す
る
。
新
編
西
尾
市
史
・
資
料

編　
十
七
頁
」
な
ど
と
出
て
き
ま
す
（
下

図
参
照
）。
ま
た
、
こ
れ
と
併
せ
て
『
愛

知
県
史　
資
料
編
６・７　
古
代
１・２
』

（
一
九
九
九
年
・
二
〇
〇
九
年
）
の
年
月

日
・
綱
文
・
史
料
名
の
デ
ー
タ
も
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、「
和
銅
六
年
五
月

十
一
日　
三
河
・
大
和
二
か
国
が
雲
母

を
献
上
し
た
。 

六
頁
」
な
ど
と
出
て

き
ま
す
。
現
在
は
綱
文
だ
け
で
す
が
、

将
来
は
、
本
の
版
面
画
像
や
史
料
の
一

字
検
索
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も

検
討
し
て
い
ま
す
。

な
お
、『
新
編
西
尾
市
史　
資
料
編

２　
古
代
・
中
世
』
の
古
代
の
編
纂
の

根
本
作
業
は
西
尾
市
か
ら
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
へ
の
受
託
研
究
費
に
よ
っ
て

行
わ
れ
、
最
新
の
史
料
学
研
究
の
成

果
を
用
い
て
、
よ
り
正
確
に
、
予
算
的

に
も
効
率
よ
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、「
新
編
西
尾
市
史
だ
よ
り
」
第
二
号

（
二
〇
一
六
年
）
の
「
こ
ち
ら
古
代
部
会

で
す
。」
で
く
わ
し
く
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
過
去
の
「
新
編
西
尾
市
史
だ
よ
り
」
は
西
尾
市

史
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

め
に
栽
培
時
期
や
性
質
の
違
う
品
種
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
な
ど
の
栽
培
技
術
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
定
し

た
収
量
を
確
保
す
る
た
め
に
、
江
戸
時
代
の
水
田
で
は
、

多
様
な
品
種
の
稲
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

大
西
新
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
史
料
が
乏
し
い
た
め

詳
し
い
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
幕
末
に
旗
本
津
田

氏
（
鳥
羽
村
の
領
主
）
の
代
官
を
つ
と
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
鳥
羽
村
の
有
力
百
姓
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

尾
崎
家
も
幕
末
に
幡
豆
陣
屋
（
旗
本
松
平
氏
の
陣
屋
）

の
代
官
を
つ
と
め
た
家
で
、
農
業
の
分
野
で
も
指
導
的

な
立
場
に
あ
り
ま
し
た
。
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
の

「
万
覚
書
日
記
」（
尾
崎
家
文
書
一-

六
三
二
）
に
は
、
手

作
り
地
に
作
付
け
し
た
稲
の
浸し

ん
し
ゅ種

（
発
芽
を
促
進
す
る

た
め
に
種
子
を
水
に
浸
す
こ
と
）
月
日
、
浸
種
量
、
作

付
け
場
所
が
品
種
別
に
記
し
て
あ
り
、
尾
崎
家
が
こ
の

年
、
粳
米
四
種
、
糯
米
一
種
を
栽
培
し
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
の
「
籾
種
割
合
借

シ
扣
」（
尾
崎
家
文
書
一-

六
三
〇
）
は
、
ど
の
品
種
の

種
籾
を
誰
に
ど
れ
だ
け
貸
し
た
か
の
記
録
で
、
経
験
か

ら
得
た
豊
富
な
知
識
に
基
づ
い
て
、土
地
の
条
件
に
あ
っ

た
品
種
の
種
籾
を
小
作
人
に
貸
し
与
え
た
と
推
測
さ
れ

ま
す
。尾
崎
家
で
は
元
禄
五
年
か
ら
嘉
永
五（
一
八
五
二
）

年
ま
で
の
約
一
六
〇
年
間
に
、
粳
米
三
一
種
、
糯
米
九

種
、
合
計
四
十
種
を
作
付
け
し
て
い
ま
す
（『
西
尾
市
史　

三
』）。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
品
種
の
種
子
を
ど
の
よ
う

に
入
手
し
た
の
か
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の

方
法
の
ひ
と
つ
を
こ
の
袋
は
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
例
の
よ
う
に
「
の
し
」
を
つ
け
て
贈
る
こ
と
は

ま
れ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
稲
の
種
子
を
他
村
の
人

と
交
換
し
た
り
、
旅
先
か
ら
持
ち
帰
っ
た
り
す
る
こ
と

が
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
盛
ん
に
お
こ
な

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
稲
は
栽
培
地
を
変
え
る
と
収
量
が

増
え
る
こ
と
、
逆
に
連
作
す
る
と
米
質
が
悪
く
な
っ
て

収
量
も
減
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
安
政

六
（
一
八
五
九
）
年
に
『
農
稼
録
』
を
著
し
た
尾
張
国

海
西
郡
大
宝
新
田
（
現
、
海
部
郡
飛
島
村
）
の
長
尾
重

喬
は
著
書
の
中
で
、
旅
先
か
ら
持
ち
帰
っ
た
稲
の
種
子

を
試
作
し
、
良
好
な
も
の
を
小
作
人
に
配
布
し
て
栽
培

さ
せ
た
と
記
し
て
い
ま
す
。
で
は
、
良
い
種
子
と
は
ど

の
よ
う
な
種
子
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
、
こ
の
袋
に
記

さ
れ
て
い
る
「
雌
穂
種
」
な
の
で
す
。　

江
戸
時
代
の
人
々
は
、
植
物
に
も
男
女
（
雌
雄
）

の
区
別
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
稲
の
穂
も
同

様
で
、
良
い
種
子
を
得
る
た
め
に
雌
穂
か
ら
採
種
す

る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
勧
め
た
最
初

の
農
書
は
『
農
業
全
書
』〔
元
禄
十
（
一
六
九
七
）
年
〕

で
す
が
、
こ
の
段
階
で
は
雌
雄
の
違
い
が
曖
昧
で
し

た
。
こ
れ
に
明
確
な
判
別
基
準
を
示
し
た
の
が
『
農

稼
業
事
』〔
寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年
〕
と
『
農
業
余

話
』〔
文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
〕
で
、
多
く
の
人

に
支
持
さ
れ
て
広
く
普
及
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
枚

の
紙
に
三
十
余
種
の
作
物
の
雌
雄
を
図
示
し
た
『
草

木
撰
種
録
』（
文
政
十
一
年
）
は
、
そ
の
わ
か
り
や
す

さ
と
手
軽
さ
か
ら
、
何
度
も
版
を
重
ね
る
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
雌
穂
を
選
ん
で

種
子
を
採
る
「
撰た

ね
え
ら
み種

」
が
広
ま
り
ま
し
た
。
尾
崎
家

の
当
主
は
八
郎
左
衛
門
を
名
乗
っ
た
時
期
と
八
郎
右

衛
門
を
名
乗
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
す
が
、
八
郎
右
衛

門
の
名
が
史
料
で
確
認
で
き
る
の
は
、『
農
稼
業
事
』

が
出
版
さ
れ
た
時
期
と
重
な
り
ま
す
。
大
西
新
右
衛

門
が
尾
崎
八
郎
右
衛
門
に
「
雌
穂
種
」
を
贈
っ
た
の
は
、

雌
雄
説
に
よ
る
選
種
が
広
ま
り
始
め
た
こ
の
よ
う
な

時
期
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
袋
が
た
ま
た
ま
書
状
を
入
れ
る
袋
と
し
て
再
利

用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
こ
の
地
域
に
も
作
物
の
雌
雄
説

に
よ
る
選
種
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
採
種
し
た
種
籾

を
他
村
の
人
に
贈
る
と
い
う
交
際
の
あ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
種
籾
の
や
り
と
り
は
多
く
の
場

合
、
人
々
の
日
常
的
な
交
流
の
中
で
、
記
録
に
は
残
ら

な
い
形
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
袋
は
、
そ
れ
を
目
に
見
え
る
形
で
伝
え
る
貴
重
な
史

料
だ
と
い
え
ま
す
。
二
人
の
接
点
が
確
認
で
き
る
史
料

は
現
在
の
と
こ
ろ
こ
の
袋
だ
け
で
す
が
、
も
し
か
す
る

と
、
村
々
の
指
導
者
層
の
間
で
、
農
業
に
関
す
る
情
報

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
今
後
は
そ
う
し
た
視
点
も
も
っ
て
古
文
書
の
整
理

に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
宅
に
も
、
思
い
が
け
ず
昔
の
人
の
生
活

や
仕
事
ぶ
り
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
古
文
書
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
古
い
紙
の
束
な
ど
を
見
つ
け
た
ら
、

ぜ
ひ
市
史
編
さ
ん
室
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
村
三
左
衛
門

尾
崎
八
郎
左
衛
門
殿　
木
戸
傳
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
御
報

尾
崎
八
郎
左
衛
門
様　

石
川
文
次
郎
様　
大
河
内
信
之
丞　

　
　
　
　
　
　
無
異
貴
答

尾
崎
八
郎
左
衛
門
殿　
河
村
三
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
御
報

幡
豆
中
村　
　
　
　
　
　
御
屋
敷

　
尾
崎
八
郎
左
衛
門
様　
　
太
田
粂
蔵

御
陣
屋　
　
　
無
別
条

④ ③ ② ①

表紙写真史料の翻刻

こ
ち
ら

古
代
・
中
世
部
会
で
す
。

古
代
・
中
世
部
会
　
編
集
委
員

田
島

　
公

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

『
資
料
編
２ 

古
代
・
中
世
』の

概
観
が
可
能
に
！！
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新
た
に
刊
行
さ
れ
た
『
新
編
西
尾
市

史　
通
史
編
１　
原
始
・
古
代
・
中
世
』

（
令
和
四
年
十
月
）
を
も
っ
と
詳
し
く
知

り
た
い
と
い
う
市
民
の
方
は
、『
新
編
西

尾
市
史　
資
料
編
２　
古
代
・
中
世
』

（
令
和
二
年
五
月
）
の
利
用
を
お
勧
め
し

ま
す
が
、
併
せ
て
昨
年
十
二
月
か
ら
本

格
公
開
し
た
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

の
「
編
年
史
料
（
古
代
）
編
纂
支
援
資

源
化
デ
ー
タ
ベ
ー
ス M

ミ
ド
ー

IDOH

」（
公
開

先 URL https://wwwap.hi.u-tokyo.
ac.jp/ships/w28/search

）
を
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
便
利
な
検
索
機
能
に

よ
っ
て
お
手
軽
に
『
資
料
編
２
』
の
概
要

（
年
月
日
・
綱こ
う
ぶ
ん文
〔
出
来
事
の
概
要
を
あ

ら
わ
す
文
章
〕・
出
典
の
史
料
名
）
の
一

部
が
検
索
で
き
ま
す
。

M
IDOH 

は
、
日
本
の
古
代
（
平
安
時

代
以
前
）
の
編
年
史
料
集
（『
大
日
本
史

料
』
第
一
編
〜
第
三
編
や
自
治
体
史
の

編
年
史
料
集
二
九
件
ほ
か
）
の
編
さ
ん

成
果
を
総
合
し
、
効
率
的
に
利
用
で
き

る
環
境
を
提
供
す
る
も
の
で
、
学
術
的
・

社
会
的
利
用
を
促
進
し
、
新
規
の
編
さ

ん
成
果
の
公
開
を
目
的
と
す
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
で
す
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

の
歴
史
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム S

シ
ッ
プ
ス

HIPS

の

一
つ
と
し
て
運
用
し
て
お
り
、
独
立
行

政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
の
研
究
費
助

成
事
業
で
あ
る
二
〇
一
九
〜
二
二
年
度

科
学
研
究
費
補
助
金
（
科
研
費
）
基
盤

研
究
（
Ａ
）「
デ
ー
タ
繋
留
型
編
纂
支

援
・
資
源
化
シ
ス
テ
ム
構
築
と
歴
史
情

報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
次
世
代
展
開
」（
研

究
課
題
番
号
：19H00533　
研
究
代

表
者
：
山
口
英
男
教
授
）
に
よ
っ
て
開

発
さ
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
の
欄
に

吉き
ら良

の
地
名
の
起
源
と
な
っ
た
と
い
う

「
雲う
ん
も母

」（
き
ら
ら
）
と
入
力
す
る
と
、「
和

銅
六
年
五
月
十
一
日　
参
河
国
が
雲
母

を
献
上
す
る
。
新
編
西
尾
市
史
・
資
料

編　
十
七
頁
」
な
ど
と
出
て
き
ま
す
（
下

図
参
照
）。
ま
た
、
こ
れ
と
併
せ
て
『
愛

知
県
史　
資
料
編
６・７　
古
代
１・２
』

（
一
九
九
九
年
・
二
〇
〇
九
年
）
の
年
月

日
・
綱
文
・
史
料
名
の
デ
ー
タ
も
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、「
和
銅
六
年
五
月

十
一
日　
三
河
・
大
和
二
か
国
が
雲
母

を
献
上
し
た
。 

六
頁
」
な
ど
と
出
て

き
ま
す
。
現
在
は
綱
文
だ
け
で
す
が
、

将
来
は
、
本
の
版
面
画
像
や
史
料
の
一

字
検
索
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も

検
討
し
て
い
ま
す
。

な
お
、『
新
編
西
尾
市
史　
資
料
編

２　
古
代
・
中
世
』
の
古
代
の
編
纂
の

根
本
作
業
は
西
尾
市
か
ら
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
へ
の
受
託
研
究
費
に
よ
っ
て

行
わ
れ
、
最
新
の
史
料
学
研
究
の
成

果
を
用
い
て
、
よ
り
正
確
に
、
予
算
的

に
も
効
率
よ
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、「
新
編
西
尾
市
史
だ
よ
り
」
第
二
号

（
二
〇
一
六
年
）
の
「
こ
ち
ら
古
代
部
会

で
す
。」
で
く
わ
し
く
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
過
去
の
「
新
編
西
尾
市
史
だ
よ
り
」
は
西
尾
市

史
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

め
に
栽
培
時
期
や
性
質
の
違
う
品
種
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
な
ど
の
栽
培
技
術
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
定
し

た
収
量
を
確
保
す
る
た
め
に
、
江
戸
時
代
の
水
田
で
は
、

多
様
な
品
種
の
稲
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

大
西
新
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
史
料
が
乏
し
い
た
め

詳
し
い
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
幕
末
に
旗
本
津
田

氏
（
鳥
羽
村
の
領
主
）
の
代
官
を
つ
と
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
鳥
羽
村
の
有
力
百
姓
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

尾
崎
家
も
幕
末
に
幡
豆
陣
屋
（
旗
本
松
平
氏
の
陣
屋
）

の
代
官
を
つ
と
め
た
家
で
、
農
業
の
分
野
で
も
指
導
的

な
立
場
に
あ
り
ま
し
た
。
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
の

「
万
覚
書
日
記
」（
尾
崎
家
文
書
一-

六
三
二
）
に
は
、
手

作
り
地
に
作
付
け
し
た
稲
の
浸し

ん
し
ゅ種

（
発
芽
を
促
進
す
る

た
め
に
種
子
を
水
に
浸
す
こ
と
）
月
日
、
浸
種
量
、
作

付
け
場
所
が
品
種
別
に
記
し
て
あ
り
、
尾
崎
家
が
こ
の

年
、
粳
米
四
種
、
糯
米
一
種
を
栽
培
し
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
の
「
籾
種
割
合
借

シ
扣
」（
尾
崎
家
文
書
一-

六
三
〇
）
は
、
ど
の
品
種
の

種
籾
を
誰
に
ど
れ
だ
け
貸
し
た
か
の
記
録
で
、
経
験
か

ら
得
た
豊
富
な
知
識
に
基
づ
い
て
、土
地
の
条
件
に
あ
っ

た
品
種
の
種
籾
を
小
作
人
に
貸
し
与
え
た
と
推
測
さ
れ

ま
す
。尾
崎
家
で
は
元
禄
五
年
か
ら
嘉
永
五（
一
八
五
二
）

年
ま
で
の
約
一
六
〇
年
間
に
、
粳
米
三
一
種
、
糯
米
九

種
、
合
計
四
十
種
を
作
付
け
し
て
い
ま
す
（『
西
尾
市
史　

三
』）。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
品
種
の
種
子
を
ど
の
よ
う

に
入
手
し
た
の
か
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の

方
法
の
ひ
と
つ
を
こ
の
袋
は
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
例
の
よ
う
に
「
の
し
」
を
つ
け
て
贈
る
こ
と
は

ま
れ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
稲
の
種
子
を
他
村
の
人

と
交
換
し
た
り
、
旅
先
か
ら
持
ち
帰
っ
た
り
す
る
こ
と

が
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
盛
ん
に
お
こ
な

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
稲
は
栽
培
地
を
変
え
る
と
収
量
が

増
え
る
こ
と
、
逆
に
連
作
す
る
と
米
質
が
悪
く
な
っ
て

収
量
も
減
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
安
政

六
（
一
八
五
九
）
年
に
『
農
稼
録
』
を
著
し
た
尾
張
国

海
西
郡
大
宝
新
田
（
現
、
海
部
郡
飛
島
村
）
の
長
尾
重

喬
は
著
書
の
中
で
、
旅
先
か
ら
持
ち
帰
っ
た
稲
の
種
子

を
試
作
し
、
良
好
な
も
の
を
小
作
人
に
配
布
し
て
栽
培

さ
せ
た
と
記
し
て
い
ま
す
。
で
は
、
良
い
種
子
と
は
ど

の
よ
う
な
種
子
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
、
こ
の
袋
に
記

さ
れ
て
い
る
「
雌
穂
種
」
な
の
で
す
。　

江
戸
時
代
の
人
々
は
、
植
物
に
も
男
女
（
雌
雄
）

の
区
別
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
稲
の
穂
も
同

様
で
、
良
い
種
子
を
得
る
た
め
に
雌
穂
か
ら
採
種
す

る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
勧
め
た
最
初

の
農
書
は
『
農
業
全
書
』〔
元
禄
十
（
一
六
九
七
）
年
〕

で
す
が
、
こ
の
段
階
で
は
雌
雄
の
違
い
が
曖
昧
で
し

た
。
こ
れ
に
明
確
な
判
別
基
準
を
示
し
た
の
が
『
農

稼
業
事
』〔
寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年
〕
と
『
農
業
余

話
』〔
文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
〕
で
、
多
く
の
人

に
支
持
さ
れ
て
広
く
普
及
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
枚

の
紙
に
三
十
余
種
の
作
物
の
雌
雄
を
図
示
し
た
『
草

木
撰
種
録
』（
文
政
十
一
年
）
は
、
そ
の
わ
か
り
や
す

さ
と
手
軽
さ
か
ら
、
何
度
も
版
を
重
ね
る
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
雌
穂
を
選
ん
で

種
子
を
採
る
「
撰た

ね
え
ら
み種

」
が
広
ま
り
ま
し
た
。
尾
崎
家

の
当
主
は
八
郎
左
衛
門
を
名
乗
っ
た
時
期
と
八
郎
右

衛
門
を
名
乗
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
す
が
、
八
郎
右
衛

門
の
名
が
史
料
で
確
認
で
き
る
の
は
、『
農
稼
業
事
』

が
出
版
さ
れ
た
時
期
と
重
な
り
ま
す
。
大
西
新
右
衛

門
が
尾
崎
八
郎
右
衛
門
に
「
雌
穂
種
」
を
贈
っ
た
の
は
、

雌
雄
説
に
よ
る
選
種
が
広
ま
り
始
め
た
こ
の
よ
う
な

時
期
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
袋
が
た
ま
た
ま
書
状
を
入
れ
る
袋
と
し
て
再
利

用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
こ
の
地
域
に
も
作
物
の
雌
雄
説

に
よ
る
選
種
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
採
種
し
た
種
籾

を
他
村
の
人
に
贈
る
と
い
う
交
際
の
あ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
種
籾
の
や
り
と
り
は
多
く
の
場

合
、
人
々
の
日
常
的
な
交
流
の
中
で
、
記
録
に
は
残
ら

な
い
形
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
袋
は
、
そ
れ
を
目
に
見
え
る
形
で
伝
え
る
貴
重
な
史

料
だ
と
い
え
ま
す
。
二
人
の
接
点
が
確
認
で
き
る
史
料

は
現
在
の
と
こ
ろ
こ
の
袋
だ
け
で
す
が
、
も
し
か
す
る

と
、
村
々
の
指
導
者
層
の
間
で
、
農
業
に
関
す
る
情
報

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
今
後
は
そ
う
し
た
視
点
も
も
っ
て
古
文
書
の
整
理

に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
宅
に
も
、
思
い
が
け
ず
昔
の
人
の
生
活

や
仕
事
ぶ
り
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
古
文
書
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
古
い
紙
の
束
な
ど
を
見
つ
け
た
ら
、

ぜ
ひ
市
史
編
さ
ん
室
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
村
三
左
衛
門

尾
崎
八
郎
左
衛
門
殿　
木
戸
傳
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
御
報

尾
崎
八
郎
左
衛
門
様　

石
川
文
次
郎
様　
大
河
内
信
之
丞　

　
　
　
　
　
　
無
異
貴
答

尾
崎
八
郎
左
衛
門
殿　
河
村
三
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
御
報

幡
豆
中
村　
　
　
　
　
　
御
屋
敷

　
尾
崎
八
郎
左
衛
門
様　
　
太
田
粂
蔵

御
陣
屋　
　
　
無
別
条

④ ③ ② ①

表紙写真史料の翻刻

こ
ち
ら

古
代
・
中
世
部
会
で
す
。

古
代
・
中
世
部
会
　
編
集
委
員

田
島
　
公

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

『
資
料
編
２ 
古
代
・
中
世
』の

概
観
が
可
能
に
！！



第9号（4）（5）第9号 新編 西尾市史だより新編 西尾市史だより

『
新
編
西
尾
市
史　
資
料
編
５　
近
現

代
』
は
令
和
六
年
度
に
刊
行
予
定
で
す
。

現
在
、
各
委
員
は
掲
載
さ
れ
る
史
料
の

最
終
的
な
選
定
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

半
世
紀
も
前
の
こ
と
で
す
。
若
か
っ

た
私
は
、
東
京
の
あ
る
市
で
自
治
体
史

の
編
さ
ん
を
は
じ
め
て
経
験
し
ま
し
た
。

明
治
時
代
の
行
政
文
書
の
な
か
に
ブ

ル
ー
の
字
も
鮮
や
か
な
文
書
を
見
つ
け

ま
し
た
。
と
て
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り

ま
し
た
。
先
輩
が
笑
い
な
が
ら
「
蒟
蒻

版
だ
よ
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

蒟
蒻
版
、
あ
る
い
は
蒟
蒻
版
印
刷
と
は

な
ん
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
紙
に
特
殊
な

青
い
ア
ニ
リ
ン
系
の
イ
ン
ク
で
文
字
を

書
き
ま
す
。
そ
れ
を
、
ゼ
ラ
チ
ン
を
固

め
て
つ
く
っ
た
板
の
う
え
に
の
せ
ま
す
。

す
る
と
ゼ
ラ
チ
ン
が
イ
ン
ク
を
吸
収
し

ま
す
。
こ
の
ゼ
ラ
チ
ン
板
の
う
え
に
印

刷
す
る
紙
を
の
せ
、
上
か
ら
擦
る
と
ゼ

ラ
チ
ン
の
イ
ン
ク
が
そ
の
紙
に
う
つ
り
、

印
刷
が
で
き
ま
す
。
こ
の
ゼ
ラ
チ
ン
板

を
蒟
蒻
に
た
と
え
た
よ
う
で
す
（
本
当

に
蒟
蒻
を
使
っ
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま

す
）。
す
ぐ
に
ゼ
ラ
チ
ン
の
イ
ン
ク
が
薄

く
な
り
、
大
量
に
は
印
刷
で
き
ま
せ
ん

が
、
手
書
き
で
写
す
よ
り
は
便
利
で
す
。

近
現
代
の
史
料
に
は
こ
う
し
た
簡
易
印

刷
に
よ
る
史
料
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
手
書
き
で
一
部
だ
け
を
書
く
の

で
は
な
く
、
複
数
部
数
の
文
書
が
必
要

と
な
っ
た
と
い
う
時
代
の
要
請
で
す（
大

量
の
部
数
が
必
要
な
場
合
は
活
版
印
刷

が
使
わ
れ
ま
し
た
）。
左
の
写
真
は
蒟
蒻

版
に
よ
る
行
政
文
書
の
一
例
で
す
。
カ

ラ
ー
で
は
な
い
の
で
イ
ン
パ
ク
ト
は
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
一
九
〇
六
（
明
治

三
十
九
）
年
十
二
月
の
横
須
賀
村
の
蚕

糸
業
講
習
会
の
案
内
で
す
（K071 

吉

良
町 

荻
原
村
文
書
横
須
賀
村
役
場
関
連

綴
）。次に

現
れ
た
の
が
、
あ
の
Ｔ
・
A
・

エ
ジ
ソ
ン
が
発
明
し
た
と
い
う
謄
写
版

印
刷
＝
ガ
リ
版
印
刷
で
す
。
丈
夫
な
雁

皮
紙
に
パ
ラ
フ
ィ
ン
を
し
み
こ
ま
せ
た

原
紙
を
細
か
い
や・

・

・
す
り
状
の
「
ガ
リ
版
」

に
置
き
ま
す
。
そ
し
て
鉄
筆
で
ガ
リ
ガ

リ
と
音
を
た
て
な
が
ら
（
や
や
誇
張
）

字
や
絵
を
描
い
て
い
き
ま
す
。
鉄
筆
で

書
い
た
部
分
だ
け
パ
ラ
フ
ィ
ン
が
剥
が

れ
、
イ
ン
ク
を
通
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
原
紙
を
、
印
刷
機
の
木
の
枠
に
貼

り
付
け
、
う
え
か
ら
練
イ
ン
ク
を
ロ
ー

ラ
ー
で
擦
り
つ
け
ま
す
。
す
る
と
字
や

絵
の
部
分
だ
け
イ
ン
ク
が
通
り
印
刷
が

で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

こ
の
謄
写
版
は
、
明
治
後
半
か
ら
普

及
し
は
じ
め
、
郡
役
所
や
町
村
役
場
・

学
校
等
の
印
刷
物
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
方
法
で
青
年
団
の
会
報
・
団

報
や
文
学
等
の
同
人
雑
誌
が
つ
く
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
謄
写
版
に
よ
っ
て

専
門
の
文
筆
家
で
な
い
人
び
と
、
と
く

に
青
年
た
ち
が
自
前
の
表
現
の
発
信
手

段
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
地
域
の
文
化

に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
も
ち
ま
す
。

下
の
写
真
は
、
戦
後
の
も
の
で
す
が
、

寺
津
町
青
年
団
の
会
報
『
寺
津
青
年
』

一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年
五
月
号

（N136

近
代
旧
町
村
役
場
等
資
料
）
の

一
部
で
す
。

電
子
的
な
「
活
字
印
刷
」
に
よ
る
資

料
編
で
は
、
当
然
、
も
と
の
字
・
文
章

の
表
記
手
段
は
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
書
か
れ
て
い
る
史
料
の
内
容

を
理
解
す
る
に
は
何
の
問
題
も
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
私
は
蒟

蒻
版
や
謄
写
版
に
よ
る
洗
練
さ
れ
な
い
、

い
わ
ば
凸
凹
し
た
表
記
＝
字
面
や
古
び

た
紙
質
の
な
か
に
こ
そ
歴
史
の
リ
ア
リ

テ
ィ
を
感
じ
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
は
、

今
回
の
資
料
編
で
は
、「
口
絵
」
の
ペ
ー

ジ
等
で
蒟
蒻
版
や
謄
写
版
の
史
料
を
再

現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
す

れ
ば
最
初
に
私
が
蒟
蒻
版
を
見
た
と
き

の
イ
ン
パ
ク
ト
を
共
有
し
て
い
た
だ
け

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

昨
年
四
月
よ
り
、
市
史
編
さ
ん
室
に

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
西
尾

生
ま
れ
、
西
尾
育
ち
で
す
が
、
三
〇
年

近
く
西
尾
を
離
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前

か
ら
久
し
く
通
る
こ
と
の
な
か
っ
た
西

尾
の
街
中
を
、
久
々
に
歩
い
て
み
ま
し

た
。
そ
し
て
中
心
市
街
地
の
変
わ
り
様

に
、
非
常
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
る
で
見

知
ら
ぬ
街
の
よ
う
に
感
じ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
近
現
代
部
会
の
事
務
を
す

る
中
で
、
懐
か
し
い
風
景
は
資
料
の
中

に
あ
る
と
気
づ
き
ま
し
た
。

あ
る
時
、
ハ
ッ
と
資
料
の
文
面
が
目

に
留
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
十
四
年
の
西

尾
高
等
女
学
校
の
入
学
関
係
資
料
に

あ
っ
た
、
入
学
考
査
合
格
者
が
受
け
取
っ

た
プ
リ
ン
ト
で
す
。「（
四
）
教
科
書
」

の
項
に
は
、「
な
る
べ
く
上
級
生
の
古
本

を
使
う
こ
と
を
推
奨
す
る
が
、
手
に
入

ら
な
い
場
合
は
、
新
本
は
西
尾
町
黒
部

書
店
・
文
海
堂
書
店
に
於
て
販
売
す
る
」

と
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
〝
黒
部
書
店
〞

〝
文
海
堂
書
店
〞
に
懐
か
し
い
記
憶
が
蘇

り
ま
し
た
。

両
店
が
あ
っ
た
の
は
、
中
善
楽
器
の

あ
る
幸
町
の
交
差
点
か
ら
西
尾
駅
に
向

か
う
道
沿
い
で
し
た
。
私
の
記
憶
で
は

今
よ
り
も
道
幅
の
狭
い
一
方
通
行
で
、

両
側
に
店
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
並
ぶ
賑

や
か
な
通
り
で
し
た
。
そ
の
一
画
に
黒

部
書
店
と
文
海
堂
書
店
が
並
び
立
っ
て

お
り
、
私
は
本
を
買
う
時
は
必
ず
そ
の

ど
ち
ら
か
に
行
き
、
目
的
の
本
を
探
し

た
も
の
で
す
。
で
す
が
今
、
ど
ち
ら
の

店
も
そ
の
場
所
に
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

隙
間
な
く
店
が
並
ん
で
い
た
は
ず
の
通

り
は
、
道
幅
が
広
が
り
、
建
物
と
建
物

の
間
に
は
し
っ
か
り
と
空
間
が
確
保
さ

れ
、
風
通
し
の
よ
い
通
り
へ
と
様
変
わ

り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
女
学
校
の
「
入
学
志
願
者

心
得
」
か
ら
も
、
別
の
記
憶
が
蘇
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
電
車
通
学
料

金
表
が
掲
載
さ
れ
、
か
つ
て
走
っ
て
い

た
名
古
屋
鉄
道
西
尾
線
の
平
坂
線
と
岡

崎
線
の
通
学
定
期
料
金
が
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
私
に
は
昭
和
三
十
五
年
に
廃

止
さ
れ
た
平
坂
線
そ
の
も
の
の
記
憶
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
幼
い
頃
「
あ

の
辺
に
（
平
坂
線
の
住
崎
）
駅

が
あ
っ
た
ん
だ
よ
」
と
父
に
教

え
ら
れ
た
場
所
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
あ
た
り
は
鬱
蒼
と
草

が
生
い
茂
り
、
前
後
に
は
線
路

の
跡
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
一

本
の
道
ら
し
き
も
の
が
伸
び
て

い
ま
し
た
。
あ
る
時
そ
の
道

を
、
幼
い
冒
険
心
か
ら
進
ん
で

み
た
の
で
す
が
、
背
よ
り
高
い
草
が
覆

い
か
ぶ
さ
っ
て
き
て
怖
く
な
り
、
す
ぐ

に
引
き
返
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
後
近
寄
ら
ず
に
い
た
そ
の
道
は
、
今

で
は
ひ
っ
き
り
な
し
に
車
が
通
る
県
道

四
十
三
号
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
崎
駅
に
つ
い
て
の
驚
き
の
事
実
も

知
り
ま
し
た
。
建
設
の
際
、
一
人
の
死

者
が
出
る
ほ
ど
の
大
変
な
難
工
事
で

あ
っ
た
と
い
う
の
で
す
。地
盤
が
高
か
っ

た
た
め
、
最
大
４
ｍ
も
掘
り
下
げ
て
線

路
が
敷
か
れ
た
と
い
い
ま
す
（『
西
尾
市

史 

四 

近
代
』）。
な
じ
み
深
い
場
所
に
そ

の
よ
う
な
歴
史
が
あ
っ
た
と
は
、
大
変

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
平
坂
線
が
廃
止
さ
れ
て
か
ら
は
、

北
側
を
並
行
し
て
走
る
平
坂
街
道
の
バ

ス
が
主
な
交
通
手
段
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
バ
ス
に
も
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。
習
い
事
の
た
め

バ
ス
で
葵
町
ま
で
通
っ
て
い
た

六
、七
歳
頃
の
こ
と
で
す
。
た

ま
た
ま
一
人
だ
け
で
乗
っ
た

バ
ス
が
大
変
乗
客
が
多
く
、
葵
町
で
は

出
口
ま
で
行
け
ず
に
扉
が
閉
ま
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
次
の
本
町
で
多
く
の

人
が
降
り
た
た
め
、
よ
う
や
く
私
も
降

り
ら
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
の
不
安

感
が
、
涙
と
共
に
強
烈
な
記
憶
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
四
〇
年
代
の
こ

と
で
す
。
当
時
、
ま
だ
マ
イ
カ
ー
は
少

な
く
、
バ
ス
が
人
々
の
足
と
し
て
大
い

に
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
本
町
の

賑
わ
い
も
、
ま
さ
に
西
尾
の
繁
華
街
を

象
徴
す
る
も
の
で
し
た
。

近
現
代
の
資
料
は
こ
の
よ
う
に
、
し

ば
し
ば
過
去
へ
つ
な
が
る
〝
ど
こ
で
も

ド
ア
〞
に
な
る
よ
う
で
す
。
懐
か
し
い

光
景
や
、
ま
さ
か
こ
こ
が
？
と
い
っ
た

意
外
な
地
元
の
歴
史
が
見
え
て
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
こ
の
写
真
資
料
の
昭
和

十
四
年
は
、
西
尾
市
に
ゆ
か
り
の
深
い

女
性
詩
人
、
茨
木
の
り
子
（
旧
姓
宮
崎
）

さ
ん
が
西
尾
高
等
女
学
校
に
入
学
し
た

年
で
す
。
こ
の
資
料
と
同
じ
プ
リ
ン
ト

を
の
り
子
さ
ん
も
手
に
し
た
は
ず
で
す
。

偉
大
な
詩
人
が
ほ
ん
の
少
し
身
近
に
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
ち
ら

近
現
代
部
会
で
す
。

近
現
代
部
会

　
編
集
委
員岡

田
　
洋
司

近
現
代
部
会 

事
務
局

一
柳
　
尚
子

蒟こ
ん
に
ゃ
く蒻
版
と
謄と
う
し
ゃ写
版

　
　
―
近
現
代
史
料
と
簡
易
印
刷
―

資
料
か
ら
甦
る

　
　
　
懐
か
し
い
西
尾

市
史
編
さ
ん
の
現
場
か
ら
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『
新
編
西
尾
市
史　
資
料
編
５　
近
現

代
』
は
令
和
六
年
度
に
刊
行
予
定
で
す
。

現
在
、
各
委
員
は
掲
載
さ
れ
る
史
料
の

最
終
的
な
選
定
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

半
世
紀
も
前
の
こ
と
で
す
。
若
か
っ

た
私
は
、
東
京
の
あ
る
市
で
自
治
体
史

の
編
さ
ん
を
は
じ
め
て
経
験
し
ま
し
た
。

明
治
時
代
の
行
政
文
書
の
な
か
に
ブ

ル
ー
の
字
も
鮮
や
か
な
文
書
を
見
つ
け

ま
し
た
。
と
て
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り

ま
し
た
。
先
輩
が
笑
い
な
が
ら
「
蒟
蒻

版
だ
よ
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

蒟
蒻
版
、
あ
る
い
は
蒟
蒻
版
印
刷
と
は

な
ん
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
紙
に
特
殊
な

青
い
ア
ニ
リ
ン
系
の
イ
ン
ク
で
文
字
を

書
き
ま
す
。
そ
れ
を
、
ゼ
ラ
チ
ン
を
固

め
て
つ
く
っ
た
板
の
う
え
に
の
せ
ま
す
。

す
る
と
ゼ
ラ
チ
ン
が
イ
ン
ク
を
吸
収
し

ま
す
。
こ
の
ゼ
ラ
チ
ン
板
の
う
え
に
印

刷
す
る
紙
を
の
せ
、
上
か
ら
擦
る
と
ゼ

ラ
チ
ン
の
イ
ン
ク
が
そ
の
紙
に
う
つ
り
、

印
刷
が
で
き
ま
す
。
こ
の
ゼ
ラ
チ
ン
板

を
蒟
蒻
に
た
と
え
た
よ
う
で
す
（
本
当

に
蒟
蒻
を
使
っ
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま

す
）。
す
ぐ
に
ゼ
ラ
チ
ン
の
イ
ン
ク
が
薄

く
な
り
、
大
量
に
は
印
刷
で
き
ま
せ
ん

が
、
手
書
き
で
写
す
よ
り
は
便
利
で
す
。

近
現
代
の
史
料
に
は
こ
う
し
た
簡
易
印

刷
に
よ
る
史
料
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
手
書
き
で
一
部
だ
け
を
書
く
の

で
は
な
く
、
複
数
部
数
の
文
書
が
必
要

と
な
っ
た
と
い
う
時
代
の
要
請
で
す（
大

量
の
部
数
が
必
要
な
場
合
は
活
版
印
刷

が
使
わ
れ
ま
し
た
）。
左
の
写
真
は
蒟
蒻

版
に
よ
る
行
政
文
書
の
一
例
で
す
。
カ

ラ
ー
で
は
な
い
の
で
イ
ン
パ
ク
ト
は
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
一
九
〇
六
（
明
治

三
十
九
）
年
十
二
月
の
横
須
賀
村
の
蚕

糸
業
講
習
会
の
案
内
で
す
（K071 

吉

良
町 

荻
原
村
文
書
横
須
賀
村
役
場
関
連

綴
）。次に

現
れ
た
の
が
、
あ
の
Ｔ
・
A
・

エ
ジ
ソ
ン
が
発
明
し
た
と
い
う
謄
写
版

印
刷
＝
ガ
リ
版
印
刷
で
す
。
丈
夫
な
雁

皮
紙
に
パ
ラ
フ
ィ
ン
を
し
み
こ
ま
せ
た

原
紙
を
細
か
い
や・

・

・
す
り
状
の
「
ガ
リ
版
」

に
置
き
ま
す
。
そ
し
て
鉄
筆
で
ガ
リ
ガ

リ
と
音
を
た
て
な
が
ら
（
や
や
誇
張
）

字
や
絵
を
描
い
て
い
き
ま
す
。
鉄
筆
で

書
い
た
部
分
だ
け
パ
ラ
フ
ィ
ン
が
剥
が

れ
、
イ
ン
ク
を
通
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
原
紙
を
、
印
刷
機
の
木
の
枠
に
貼

り
付
け
、
う
え
か
ら
練
イ
ン
ク
を
ロ
ー

ラ
ー
で
擦
り
つ
け
ま
す
。
す
る
と
字
や

絵
の
部
分
だ
け
イ
ン
ク
が
通
り
印
刷
が

で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

こ
の
謄
写
版
は
、
明
治
後
半
か
ら
普

及
し
は
じ
め
、
郡
役
所
や
町
村
役
場
・

学
校
等
の
印
刷
物
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
方
法
で
青
年
団
の
会
報
・
団

報
や
文
学
等
の
同
人
雑
誌
が
つ
く
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
謄
写
版
に
よ
っ
て

専
門
の
文
筆
家
で
な
い
人
び
と
、
と
く

に
青
年
た
ち
が
自
前
の
表
現
の
発
信
手

段
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
地
域
の
文
化

に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
も
ち
ま
す
。

下
の
写
真
は
、
戦
後
の
も
の
で
す
が
、

寺
津
町
青
年
団
の
会
報
『
寺
津
青
年
』

一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年
五
月
号

（N136

近
代
旧
町
村
役
場
等
資
料
）
の

一
部
で
す
。

電
子
的
な
「
活
字
印
刷
」
に
よ
る
資

料
編
で
は
、
当
然
、
も
と
の
字
・
文
章

の
表
記
手
段
は
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
書
か
れ
て
い
る
史
料
の
内
容

を
理
解
す
る
に
は
何
の
問
題
も
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
私
は
蒟

蒻
版
や
謄
写
版
に
よ
る
洗
練
さ
れ
な
い
、

い
わ
ば
凸
凹
し
た
表
記
＝
字
面
や
古
び

た
紙
質
の
な
か
に
こ
そ
歴
史
の
リ
ア
リ

テ
ィ
を
感
じ
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
は
、

今
回
の
資
料
編
で
は
、「
口
絵
」
の
ペ
ー

ジ
等
で
蒟
蒻
版
や
謄
写
版
の
史
料
を
再

現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
す

れ
ば
最
初
に
私
が
蒟
蒻
版
を
見
た
と
き

の
イ
ン
パ
ク
ト
を
共
有
し
て
い
た
だ
け

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

昨
年
四
月
よ
り
、
市
史
編
さ
ん
室
に

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
西
尾

生
ま
れ
、
西
尾
育
ち
で
す
が
、
三
〇
年

近
く
西
尾
を
離
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前

か
ら
久
し
く
通
る
こ
と
の
な
か
っ
た
西

尾
の
街
中
を
、
久
々
に
歩
い
て
み
ま
し

た
。
そ
し
て
中
心
市
街
地
の
変
わ
り
様

に
、
非
常
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
る
で
見

知
ら
ぬ
街
の
よ
う
に
感
じ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
近
現
代
部
会
の
事
務
を
す

る
中
で
、
懐
か
し
い
風
景
は
資
料
の
中

に
あ
る
と
気
づ
き
ま
し
た
。

あ
る
時
、
ハ
ッ
と
資
料
の
文
面
が
目

に
留
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
十
四
年
の
西

尾
高
等
女
学
校
の
入
学
関
係
資
料
に

あ
っ
た
、
入
学
考
査
合
格
者
が
受
け
取
っ

た
プ
リ
ン
ト
で
す
。「（
四
）
教
科
書
」

の
項
に
は
、「
な
る
べ
く
上
級
生
の
古
本

を
使
う
こ
と
を
推
奨
す
る
が
、
手
に
入

ら
な
い
場
合
は
、
新
本
は
西
尾
町
黒
部

書
店
・
文
海
堂
書
店
に
於
て
販
売
す
る
」

と
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
〝
黒
部
書
店
〞

〝
文
海
堂
書
店
〞
に
懐
か
し
い
記
憶
が
蘇

り
ま
し
た
。

両
店
が
あ
っ
た
の
は
、
中
善
楽
器
の

あ
る
幸
町
の
交
差
点
か
ら
西
尾
駅
に
向

か
う
道
沿
い
で
し
た
。
私
の
記
憶
で
は

今
よ
り
も
道
幅
の
狭
い
一
方
通
行
で
、

両
側
に
店
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
並
ぶ
賑

や
か
な
通
り
で
し
た
。
そ
の
一
画
に
黒

部
書
店
と
文
海
堂
書
店
が
並
び
立
っ
て

お
り
、
私
は
本
を
買
う
時
は
必
ず
そ
の

ど
ち
ら
か
に
行
き
、
目
的
の
本
を
探
し

た
も
の
で
す
。
で
す
が
今
、
ど
ち
ら
の

店
も
そ
の
場
所
に
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

隙
間
な
く
店
が
並
ん
で
い
た
は
ず
の
通

り
は
、
道
幅
が
広
が
り
、
建
物
と
建
物

の
間
に
は
し
っ
か
り
と
空
間
が
確
保
さ

れ
、
風
通
し
の
よ
い
通
り
へ
と
様
変
わ

り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
女
学
校
の
「
入
学
志
願
者

心
得
」
か
ら
も
、
別
の
記
憶
が
蘇
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
電
車
通
学
料

金
表
が
掲
載
さ
れ
、
か
つ
て
走
っ
て
い

た
名
古
屋
鉄
道
西
尾
線
の
平
坂
線
と
岡

崎
線
の
通
学
定
期
料
金
が
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
私
に
は
昭
和
三
十
五
年
に
廃

止
さ
れ
た
平
坂
線
そ
の
も
の
の
記
憶
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
幼
い
頃
「
あ

の
辺
に
（
平
坂
線
の
住
崎
）
駅

が
あ
っ
た
ん
だ
よ
」
と
父
に
教

え
ら
れ
た
場
所
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
あ
た
り
は
鬱
蒼
と
草

が
生
い
茂
り
、
前
後
に
は
線
路

の
跡
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
一

本
の
道
ら
し
き
も
の
が
伸
び
て

い
ま
し
た
。
あ
る
時
そ
の
道

を
、
幼
い
冒
険
心
か
ら
進
ん
で

み
た
の
で
す
が
、
背
よ
り
高
い
草
が
覆

い
か
ぶ
さ
っ
て
き
て
怖
く
な
り
、
す
ぐ

に
引
き
返
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
後
近
寄
ら
ず
に
い
た
そ
の
道
は
、
今

で
は
ひ
っ
き
り
な
し
に
車
が
通
る
県
道

四
十
三
号
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
崎
駅
に
つ
い
て
の
驚
き
の
事
実
も

知
り
ま
し
た
。
建
設
の
際
、
一
人
の
死

者
が
出
る
ほ
ど
の
大
変
な
難
工
事
で

あ
っ
た
と
い
う
の
で
す
。地
盤
が
高
か
っ

た
た
め
、
最
大
４
ｍ
も
掘
り
下
げ
て
線

路
が
敷
か
れ
た
と
い
い
ま
す
（『
西
尾
市

史 

四 

近
代
』）。
な
じ
み
深
い
場
所
に
そ

の
よ
う
な
歴
史
が
あ
っ
た
と
は
、
大
変

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
平
坂
線
が
廃
止
さ
れ
て
か
ら
は
、

北
側
を
並
行
し
て
走
る
平
坂
街
道
の
バ

ス
が
主
な
交
通
手
段
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
バ
ス
に
も
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。
習
い
事
の
た
め

バ
ス
で
葵
町
ま
で
通
っ
て
い
た

六
、七
歳
頃
の
こ
と
で
す
。
た

ま
た
ま
一
人
だ
け
で
乗
っ
た

バ
ス
が
大
変
乗
客
が
多
く
、
葵
町
で
は

出
口
ま
で
行
け
ず
に
扉
が
閉
ま
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
次
の
本
町
で
多
く
の

人
が
降
り
た
た
め
、
よ
う
や
く
私
も
降

り
ら
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
の
不
安

感
が
、
涙
と
共
に
強
烈
な
記
憶
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
四
〇
年
代
の
こ

と
で
す
。
当
時
、
ま
だ
マ
イ
カ
ー
は
少

な
く
、
バ
ス
が
人
々
の
足
と
し
て
大
い

に
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
本
町
の

賑
わ
い
も
、
ま
さ
に
西
尾
の
繁
華
街
を

象
徴
す
る
も
の
で
し
た
。

近
現
代
の
資
料
は
こ
の
よ
う
に
、
し

ば
し
ば
過
去
へ
つ
な
が
る
〝
ど
こ
で
も

ド
ア
〞
に
な
る
よ
う
で
す
。
懐
か
し
い

光
景
や
、
ま
さ
か
こ
こ
が
？
と
い
っ
た

意
外
な
地
元
の
歴
史
が
見
え
て
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
こ
の
写
真
資
料
の
昭
和

十
四
年
は
、
西
尾
市
に
ゆ
か
り
の
深
い

女
性
詩
人
、
茨
木
の
り
子
（
旧
姓
宮
崎
）

さ
ん
が
西
尾
高
等
女
学
校
に
入
学
し
た

年
で
す
。
こ
の
資
料
と
同
じ
プ
リ
ン
ト

を
の
り
子
さ
ん
も
手
に
し
た
は
ず
で
す
。

偉
大
な
詩
人
が
ほ
ん
の
少
し
身
近
に
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
ち
ら

近
現
代
部
会
で
す
。

近
現
代
部
会

　
編
集
委
員岡

田
　
洋
司

近
現
代
部
会 
事
務
局

一
柳

　
尚
子

蒟こ
ん
に
ゃ
く蒻

版
と
謄と

う
し
ゃ写

版

　
　
―
近
現
代
史
料
と
簡
易
印
刷
―

資
料
か
ら
甦
る

　
　
　
懐
か
し
い
西
尾

市
史
編
さ
ん
の
現
場
か
ら
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『
新
編
西
尾
市
史
』
初
め
て
の
通
史
編
と
な
る

『
通
史
編
１ 

原
始
・
古
代
・
中
世
』
を
刊
行
し
ま
し

た
。
最
新
の
歴
史
研
究
に
よ
り
、
旧
石
器
時
代
か

ら
戦
国
織
豊
時
代
に
か
け
て
の
西
尾
の
社
会
の
よ
う

す
や
人
々
の
暮
ら
し
、
歴
史
上
の
事
件
や
謎
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。

　

A
５
判　

 

フ
ル
カ
ラ
ー　

8
4
1
頁　

　
本
文
収
録
C
Dｰ

R
O
M
付（
全
文
検
索
が
で
き
ま
す
）

　
4
0
0
0
円

◆
こ
ん
な
ト
ピ
ッ
ク
や
謎
に
挑
ん
で
い
ま
す

・
枯
木
宮
貝
塚
・
八
王
子
貝
塚
と
出
土
人
骨
か
ら

　

見
た
縄
文
時
代
人
の
す
が
た

・
小
島
銅
鐸
を
祀
っ
た
弥
生
時
代
人
は
ど
こ
に
住
ん　
　
　
　

　

で
い
た
か
。

・
三
河
湾
を
望
む
大
型
古
墳
と
ヤ
マ
ト
王
権

・
天
皇
家
に
贄
を
奉
っ
た
三
河
湾
三
島
の
海
の
民

　
「
海
部
」

・
女
帝  

持
統
太
上
天
皇
の
参
河
行
幸
の
ル
ー
ト
と

　

そ
の
理
由

・
日
本
に
綿
の
実
を
初
め
て
伝
え
た
と
い
う
天
竹
神

　

社
の
棉
祖
神
（
天
竺
人
）
は
実
在
し
た
か
。

＊
古
代
の
播
豆
（
幡
豆
）
郡
8
郷
は
ど
こ
か
。

＊
足
利
一
門
の
名
族
吉
良
氏
の
実
像

＊
吉
良
氏
の
居
城
「
西
条
城
」
は
実
在
し
た
か
。

＊
旅
人
た
ち
が
見
た
中
世
の
西
尾
の
風
景

＊
中
世
の
城
を
遺
構
と
城
郭
の
発
達
史
か
ら
検
証

　

す
る
。

＊
資
料
と
遺
跡
か
ら
中
世
の
村
々
を
め
ぐ
る
。

他
に
も
魅
力
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
頒
布
場
所

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
・
西
尾
市
資
料
館
・
一
色
学
び
の

館
・
尾
﨑
士
郎
記
念
館
・
塩
田
体
験
館

■
通
信
頒
布
を
ご
希
望
の
方

西
尾
市
史
編
さ
ん
室
（
次
頁
参
照
）
ま
で
メ
ー
ル
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

編
さ
ん
委
員
会　
4
年
5
月
（
書
面
表
決
）

編
集
委
員
会　
　

4
年
6
月
30
日
（
リ
モ
ー
ト
）
・

　
　
　
　
　
　
　

4
年
12
月
22
日
（
同
）

考
古
部
会

●
『
通
史
編
1　
原
始
・
古
代
・
中
世
』
の
編
集
・
刊
行

古
代
・
中
世
部
会

●
『
通
史
編
１　
原
始
・
古
代
・
中
世
』
の
編
集
・
刊
行

近
世
部
会

●
『
資
料
編
４　
近
世
２
』
の
編
集

●
寄
託
・
寄
贈
文
書
整
理

花
岳
寺
文
書
（
吉
良
町
岡
山
）・
尾
崎
家
文
書
（
花
蔵

寺
町
）・
瑞
松
寺
文
書
（
寺
津
町
）
ほ
か

●
金
石
文
調
査

妙
光
寺
（
寺
津
町
）
渡
辺
家
墓
石
・
養
寿
寺
（
下
矢
田

町
）
多
米
家
墓
石
・
宝
泉
寺
（
吉
良
町
小
牧
）
梵
鐘
・

縁
心
寺
（
中
町
）
九
津
見
家
墓
石
ほ
か

近
現
代
部
会

●
部
会

8
月
10
日
（
リ
モ
ー
ト
）
・
12
月
10
日
（
同
）

●
『
資
料
編
５　
近
現
代
』
掲
載
資
料
検
討
会

７
月
７
日
・
９
月
10
日
・
10
月
13
日
・
11
月
6
日
・

11
月
19
日
・
12
月
8
日
・
1
月
21
日
・
2
月
16
日

●
近
代
新
聞
（
「
新
愛
知
」
）
調
査

　

の
べ
36
回　
　

名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館

●
資
料
筆
耕
ほ
か

自
然
部
会

●
地
質
・
気
象
・
動
物
の
追
加
調
査

４
月
〜
1
月　

の
べ
76
回

●
『
別
編
２　
自
然
』
執
筆

美
術
工
芸
・
建
造
物
部
会

●
『
別
編
１　
美
術
工
芸
・
建
造
物
』
執
筆
・
編
集

●
撮
影

　

養
泉
寺
（
吉
良
町
富
田
）
阿
弥
陀
如
来
坐
像

民
俗
部
会

●
部
会

６
月
10
日
・
9
月
14
日
・
12
月
14
日

●
市
内
の
祭
礼
・
習
俗
・
民
具
な
ど
の
調
査　

　

４
月
〜
１
月　

の
べ
2
4
7
回

●
『
別
編
３　
民
俗
』
の
執
筆

『
通
史
編
１　

原
始
・
古
代
・
中
世
』
の
刊
行
を
記
念

し
、
編
集
委
員
長
の
金
田
章
裕
委
員
、
古
代
監
修
者
の

田
島
公
委
員
、
中
世
監
修
者
の
山
田
邦
明
委
員
に
よ
る

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

日　

時　

令
和
4
年
12
月
18
日
（
日
）

会　

場　

西
尾
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル　

参
加
者　

１
５
０
人
（
事
前
予
約
制
）

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
情
報
を
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
方
々
へ
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

演
題
・
講
師

①
「
西
尾
の
地
形
環
境
」

　

金
田
章
裕
氏
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

②
「
古
代
播
豆
郡
8
郷
の
謎
に
挑
む
」

　

田
島 

公
氏
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
） 

③
「
中
世
の
ム
ラ
と
交
通
」

　

山
田
邦
明
氏
（
愛
知
大
学
教
授
）　

　

追
悼

　

自
然
部
会
の
ク
モ
類
担
当
の
執
筆
員
と
し
て
ご
尽

力
を
い
た
だ
い
た
緒
方
清
人
委
員
が
令
和
4
年
12
月

に
ご
逝
去
な
さ
い
ま
し
た
。

　

慎
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

『
新
編
西
尾
市
史　

通
史
編
１　

原
始
・

古
代
・
中
世
』
刊
行
記
念
講
演
会　

山田委員 田島委員 金田委員長

主
な
活
動
記
録

（
令
和
4
年
4
月
〜
令
和
5
年
1
月
現
在
）

『
新
編
西
尾
市
史

　
通
史
編
１

原
始
・
古
代
・
中
世
』
を
刊
行
し
ま
し
た
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『
新
編
西
尾
市
史
』
初
め
て
の
通
史
編
と
な
る

『
通
史
編
１ 

原
始
・
古
代
・
中
世
』
を
刊
行
し
ま
し

た
。
最
新
の
歴
史
研
究
に
よ
り
、
旧
石
器
時
代
か

ら
戦
国
織
豊
時
代
に
か
け
て
の
西
尾
の
社
会
の
よ
う

す
や
人
々
の
暮
ら
し
、
歴
史
上
の
事
件
や
謎
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。

　

A
５
判　

 

フ
ル
カ
ラ
ー　

8
4
1
頁　

　
本
文
収
録
C
Dｰ

R
O
M
付（
全
文
検
索
が
で
き
ま
す
）

　
4
0
0
0
円

◆
こ
ん
な
ト
ピ
ッ
ク
や
謎
に
挑
ん
で
い
ま
す

・
枯
木
宮
貝
塚
・
八
王
子
貝
塚
と
出
土
人
骨
か
ら

　

見
た
縄
文
時
代
人
の
す
が
た

・
小
島
銅
鐸
を
祀
っ
た
弥
生
時
代
人
は
ど
こ
に
住
ん　
　
　
　

　

で
い
た
か
。

・
三
河
湾
を
望
む
大
型
古
墳
と
ヤ
マ
ト
王
権

・
天
皇
家
に
贄
を
奉
っ
た
三
河
湾
三
島
の
海
の
民

　
「
海
部
」

・
女
帝  

持
統
太
上
天
皇
の
参
河
行
幸
の
ル
ー
ト
と

　

そ
の
理
由

・
日
本
に
綿
の
実
を
初
め
て
伝
え
た
と
い
う
天
竹
神

　

社
の
棉
祖
神
（
天
竺
人
）
は
実
在
し
た
か
。

＊
古
代
の
播
豆
（
幡
豆
）
郡
8
郷
は
ど
こ
か
。

＊
足
利
一
門
の
名
族
吉
良
氏
の
実
像

＊
吉
良
氏
の
居
城
「
西
条
城
」
は
実
在
し
た
か
。

＊
旅
人
た
ち
が
見
た
中
世
の
西
尾
の
風
景

＊
中
世
の
城
を
遺
構
と
城
郭
の
発
達
史
か
ら
検
証

　

す
る
。

＊
資
料
と
遺
跡
か
ら
中
世
の
村
々
を
め
ぐ
る
。

他
に
も
魅
力
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
頒
布
場
所

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
・
西
尾
市
資
料
館
・
一
色
学
び
の

館
・
尾
﨑
士
郎
記
念
館
・
塩
田
体
験
館

■
通
信
頒
布
を
ご
希
望
の
方

西
尾
市
史
編
さ
ん
室
（
次
頁
参
照
）
ま
で
メ
ー
ル
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

編
さ
ん
委
員
会　
4
年
5
月
（
書
面
表
決
）

編
集
委
員
会　
　

4
年
6
月
30
日
（
リ
モ
ー
ト
）
・

　
　
　
　
　
　
　

4
年
12
月
22
日
（
同
）

考
古
部
会

●
『
通
史
編
1　
原
始
・
古
代
・
中
世
』
の
編
集
・
刊
行

古
代
・
中
世
部
会

●
『
通
史
編
１　
原
始
・
古
代
・
中
世
』
の
編
集
・
刊
行

近
世
部
会

●
『
資
料
編
４　
近
世
２
』
の
編
集

●
寄
託
・
寄
贈
文
書
整
理

花
岳
寺
文
書
（
吉
良
町
岡
山
）・
尾
崎
家
文
書
（
花
蔵

寺
町
）・
瑞
松
寺
文
書
（
寺
津
町
）
ほ
か

●
金
石
文
調
査

妙
光
寺
（
寺
津
町
）
渡
辺
家
墓
石
・
養
寿
寺
（
下
矢
田

町
）
多
米
家
墓
石
・
宝
泉
寺
（
吉
良
町
小
牧
）
梵
鐘
・

縁
心
寺
（
中
町
）
九
津
見
家
墓
石
ほ
か

近
現
代
部
会

●
部
会

8
月
10
日
（
リ
モ
ー
ト
）
・
12
月
10
日
（
同
）

●
『
資
料
編
５　
近
現
代
』
掲
載
資
料
検
討
会

７
月
７
日
・
９
月
10
日
・
10
月
13
日
・
11
月
6
日
・

11
月
19
日
・
12
月
8
日
・
1
月
21
日
・
2
月
16
日

●
近
代
新
聞
（
「
新
愛
知
」
）
調
査

　

の
べ
36
回　
　

名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館

●
資
料
筆
耕
ほ
か

自
然
部
会

●
地
質
・
気
象
・
動
物
の
追
加
調
査

４
月
〜
1
月　

の
べ
76
回

●
『
別
編
２　
自
然
』
執
筆

美
術
工
芸
・
建
造
物
部
会

●
『
別
編
１　
美
術
工
芸
・
建
造
物
』
執
筆
・
編
集

●
撮
影

　

養
泉
寺
（
吉
良
町
富
田
）
阿
弥
陀
如
来
坐
像

民
俗
部
会

●
部
会

６
月
10
日
・
9
月
14
日
・
12
月
14
日

●
市
内
の
祭
礼
・
習
俗
・
民
具
な
ど
の
調
査　

　

４
月
〜
１
月　

の
べ
2
4
7
回

●
『
別
編
３　
民
俗
』
の
執
筆

『
通
史
編
１　

原
始
・
古
代
・
中
世
』
の
刊
行
を
記
念

し
、
編
集
委
員
長
の
金
田
章
裕
委
員
、
古
代
監
修
者
の

田
島
公
委
員
、
中
世
監
修
者
の
山
田
邦
明
委
員
に
よ
る

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

日　

時　

令
和
4
年
12
月
18
日
（
日
）

会　

場　

西
尾
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル　

参
加
者　

１
５
０
人
（
事
前
予
約
制
）

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
情
報
を
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
方
々
へ
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

演
題
・
講
師

①
「
西
尾
の
地
形
環
境
」

　

金
田
章
裕
氏
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

②
「
古
代
播
豆
郡
8
郷
の
謎
に
挑
む
」

　

田
島 

公
氏
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
） 

③
「
中
世
の
ム
ラ
と
交
通
」

　

山
田
邦
明
氏
（
愛
知
大
学
教
授
）　

　

追
悼

　

自
然
部
会
の
ク
モ
類
担
当
の
執
筆
員
と
し
て
ご
尽

力
を
い
た
だ
い
た
緒
方
清
人
委
員
が
令
和
4
年
12
月

に
ご
逝
去
な
さ
い
ま
し
た
。

　

慎
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

『
新
編
西
尾
市
史　

通
史
編
１　

原
始
・

古
代
・
中
世
』
刊
行
記
念
講
演
会　

山田委員 田島委員 金田委員長

主
な
活
動
記
録

（
令
和
4
年
4
月
〜
令
和
5
年
1
月
現
在
）

『
新
編
西
尾
市
史

　
通
史
編
１

原
始
・
古
代
・
中
世
』
を
刊
行
し
ま
し
た
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西尾市

上
の
写
真
は
、
花
蔵
寺
町
の
尾
崎
家
が
所
蔵
し
て
い
た
古
文
書
で
す
。

旗
本
松
平
氏
（
大
多
喜
藩
大
河
内
松
平
氏
の
分
家
）
の
家
臣
か
ら
花
蔵

寺
村
の
有
力
百
姓
尾
崎
八
郎
左
衛
門
ら
に
宛
て
た
書
状
（
①
〜
④
）
と
、

八
郎
左
衛
門
か
ら
家
臣
ら
に
宛
て
た
書
状
の
下
書
き
（
⑤
）
で
、
領
主

家
と
領
内
の
有
力
百
姓
の
関
係
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
興
味
深
い

内
容
で
す
。
で
す
が
今
回
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
が
入
っ
て
い
た

袋
（
⑥
）
で
す
。
こ
の
袋
は
も
と
も
と
書
状
入
れ
だ
っ
た
の
で
は
な
く

贈
答
品
の
袋
だ
っ
た
こ
と
が
、「
の
し
」「
進
上
」
と
い
う
記
載
か
ら
わ

か
り
ま
す
。
宛
先
が
書
状
と
違
う「
尾
崎
八
郎
右
衛
門
」で
あ
る
こ
と
も
、

書
状
と
は
無
関
係
な
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
で
は
こ
の
袋
に
は
何
が

入
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、右
上
段
の「
雌め

ほ穂
種
」

「
晩お

く
て稲

」
と
い
う
記
載
か
ら
、
晩
稲
の
品
種
の
種た

ね
も
み籾

だ
と
わ
か
り
ま
す
。

品
種
名
は
「
山
吹
」
で
す
。
年
代
は
不
明
で
す
が
巳
年
に
採
種
し
た
も

の
で
、
鳥
羽
村
の
大
西
新
右
衛
門
が
「
撰
主
」、
つ
ま
り
こ
の
種
籾
を
選

ん
だ
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
種
籾
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
の
袋
は
、
大
西
新
右
衛
門
が
尾
崎
八
郎
右
衛
門
に
種
籾
を
贈
る
と
い

う
交
際
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
だ
と
い
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
の
米
は
領
主
に
納
め
る
税
で
あ
り
、
納
め
る

米
の
量
は
年ね

ん
ぐ
わ
り
つ
け
じ
ょ
う

貢
割
付
状
と
よ
ば
れ
る
文
書
に
よ
っ
て
村
に
通
知
さ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
年
貢
の
内
訳
が
細
か
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
納
め

る
も
の
は
た
だ
「
米
」
と
書
い
て
あ
る
だ
け
で
す
。
し
か
し
年
貢
と
し

て
納
め
ら
れ
て
い
た
米
は
、
恐
ら
く
単
一
の
品
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
最
古
の
農
書
（
農
業
技
術
書
）
と
い
わ
れ
る
『
清せ
い
り
ょ
う
き

良
記
』
巻
七
〔
寛

永
六
（
一
六
二
九
）
年
か
ら
承
応
三
（
一
六
五
四
）
年
頃
成
立
〕
に
は
、

早
稲
・
中
稲
・
晩
稲
の
粳う
る
ち稲

・
糯も

ち
稲
・
畑
稲
・
大
唐
米
（
赤
米
）
な
ど

合
計
九
六
も
の
品
種
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
土
地
の
条
件
に
適
し
た
品

種
を
選
ん
で
作
付
け
す
る
こ
と
、
農
作
業
の
繁
忙
期
を
分
散
さ
せ
る
た

『
新
編
西
尾
市
史
』
は
、
平
成
23
年
4
月
の
西
尾
市
・
一

色
町
・
吉
良
町
・
幡
豆
町
の
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
新
し

い
西
尾
市
の
姿
を
、
歴
史
・
文
化
・
自
然
・
美
術
・
民
俗
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。
通

史
編
・
資
料
編
・
別
編
の
計
14
冊
の
刊
行
を
予
定
し
（
令
和

5
年
3
月
時
点
）、
こ
れ
ま
で
に
４
冊
を
刊
行
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
な
ど
で
頒
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、通
信
頒
布
を
ご
希
望
の
方
は
、市
史
編
さ
ん
室
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（「
西
尾
市
史
」
で
検
索
）
か
ら
メ
ー
ル
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

『
資
料
編
１ 

考
古
』

  

A
４
判　

７
９
０
頁　

オ
ー
ル
カ
ラ
ー

  

西
尾
市
の
遺
跡
位
置
図
付　

５
０
０
０
円

『
資
料
編
２ 

古
代
・
中
世
』

  

A
５
判　

７
６
０
頁　

モ
ノ
ク
ロ　

カ
ラ
ー
口
絵
付　

  

本
文
収
録
C
Dｰ

R
O
M
付　

４
０
０
０
円

　 『
資
料
編
３　

近
世
１
』

   

A
５
判　

７
９
０
頁　

モ
ノ
ク
ロ　

カ
ラ
ー
口
絵
付　

  
本
文
収
録
C
Dｰ

R
O
M
と
元
治
元（
一
八
六
四
）年　
　
　

　
「
三
州
幡
豆
郡
吉
良
庄
西
尾
城
之
図
」複
製（
B
２
判
）　　
　

　
付　

４
０
０
０
円

新
刊

『
通
史
編
１　

原
始
・
古
代
・
中
世
』

く
わ
し
く
は
７
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
新
編
西
尾
市
史
研
究
』

　
市
史
編
さ
ん
の
た
め
の
調
査
・
研
究
の
成
果
を
、論
文
・

調
査
報
告
・
資
料
紹
介
の
形
で
い
ち
早
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

各
号
の
内
容
は
市
史
編
さ
ん
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

第
二
号
〜
第
八
号　

５
０
０
円
〜
７
０
０
円

す
べ
て
A
4
判　

口
絵
カ
ラ
ー
・
本
文
モ
ノ
ク
ロ

【
お
知
ら
せ
】
令
和
5
年
は
、
都
合
に
よ
り
『
新
編
西
尾
市

史
研
究
』
の
発
刊
を
お
休
み
し
ま
す
。
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資
料
や
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

『
新
編
西
尾
市
史
』

　
　
既
刊
の
ご
案
内

近
世
部
会

　
事
務
局

　
内
藤

　
路
子

　

西
尾
市
史
編
さ
ん
に
役
立
ち
そ
う
な
資
料
（
古
文

書
や
市
内
で
刊
行
さ
れ
た
古
い
出
版
物
な
ど
）
や

情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
市
史
編
さ
ん
室
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

担
当
・
お
問
い
合
わ
せ

西
尾
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課 

市
史
編
さ
ん
室

〒
四
四
五
―
〇
八
四
七

西
尾
市
亀
沢
町
四
八
〇　

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
五
六
三
―
五
六
―
八
七
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
六
三
―
五
六
―
二
七
八
七

E-m
ail　

 shishi@
city.nishio.lg.jp

新
編 

西
尾
市
史
だ
よ
り 

第
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
5
年
3
月
3
日
発
行

⑥の翻刻

上
の
上
の

旗
本
旗
本

寺
村
寺
村

八
郎

家
と
家
と

内
容
内
容

袋
（
袋
（

贈
答
贈
答

か
り
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旗
本
旗
本

町尾

新
編
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⑥

⑤ ④ ③ ② ①

　
大
極
上
々
吉
巳
年　
　
撰
主
鳥
羽
村

　
山
吹
雌
穂
種 

晩
稲
也　
　
　
大
西
新
右
衛
門

の
し

　
の
し　
進
上

　
　
尾
崎
八
郎
右
衛
門
様

一
枚
の
袋
が
語
る
こ
と 
―
江
戸
時
代
の
稲
の
種
子
交
換
―


